








交付金の執行状況
（単位：百万円）

H30 H31 R2 R3 R5R4

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0 0

配分額
（a）

17 3 2 3 06

0

前年度からの繰越額
（d）

0 0 0 0 2

交付額
（c=a+b）

17 3 2 3 06

0

翌年度繰越額
（f）

0 0 0 0 0

支払済額
（e）

17 3 2 3 24

2

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0 0 02

0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- - - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0%33%

屋根改修工事の着工
箇所及び改修工法の
選択に当たり、不測
の日数を要したため









1 次代に住み継ぐ住宅ストックの形成(第２期　小矢部地域住宅計画)
平成30年度　～　令和４年度　（5年間） 小矢部市

　A1-1　・安全かつ快適に生活できる良質な住宅ストックの維持形成
　A1-2　・安全・安心な住環境を確保し、良好な地域づくりの推進する

　A1-1　・市営住宅団地の安全絵師・快適性を向上させ。良質な既存ストックの維持形成を図る。
　A1-2　・老朽危険空き家の除却を推進し、安心・安全な住環境を確保する。
　A1-2　・空家等対策計画の見直しに必要な空家等の実態把握調査の実施

（H30当初） （R2末） （R4末）

A1-1 ・公営住宅のストック改善化の達成率

A1-2 ・市内における老朽危険空き家の割合

A1-2 ・対象区域（市内全域）における空き家等実態把握調査を実施完了した空き家戸数の割合

事　後　評　価　

○事後評価の実施体制、実施時期

令和５年度

小矢部市ホームページで公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

A15-001 住宅 雪寒 小矢部市 直接 小矢部市 小矢部市 77

A15-002 住宅 雪寒 小矢部市 間接 小矢部市 小矢部市 7

A15-003 住宅 雪寒 小矢部市 直接 小矢部市 小矢部市 3

合計 87

Ｂ　関連社会資本整備事業(該当なし)
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

C15-001 住宅 雪寒 小矢部市 直接 小矢部市 公営住宅解体事業 小矢部市 3

合計 3

番号 備考

C15-001 公営住宅等ストック総合改善事業(A-15-001)にあわせて、老朽化した市営住宅を除却することで計画の成果目標(A1-1)の向上を図る

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・小矢部市公営住宅等長寿命化計画に基づき、長寿命化型改善を実施することにより、既存ストックの長期的な活用について取り組むことができた。
Ⅰ定量的指標に関連する ・空き家の活用や、老朽危険空き家の推進、また実態調査を行うことにより、市内の空き家対策事業を進めることができた。
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 57%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 17%

最終目標値 4%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 5%

最終目標値 100%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 100%

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

・市営住宅の改修を計画的に行い、既存ストックの改善事業を進めることができた。
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

指標①（市営住宅
のストック改善化
の達成率）

一体的に実施することにより期待される効果

長寿命化計画の見直しに伴い、室内の大規模改修を行わないこととしたため。

老朽化した市営住宅の除却工事

指標③（対象区域
(市内全域)におけ
る空き家等実態把
握調査済み面積の
割合）

戸建住宅は個人の財産であると共に、税法上の問題もあり、老朽危険空き家の除却が進まなかったため
指標②（市内にお
ける老朽危険空き
家の割合）

市営住宅の改善(長寿命化、居住性向上等)

老朽危険空き家の除却

令和６年４月19日

市町村名
港湾・地区名

事業者
省略

要素となる事業名
事業内容

空き家等の実態把握調査

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

全体事業費

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ｃ 3百万円
効果促進事業費の割合

3.3%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

0% 100%

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

小矢部市産業建設部都市建設課 公表の方法

交付対象事業

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

90百万円 Ａ 87百万円

　　計画の成果目標（定量的指標）

17% 46% 57%

6% 5% 4%

0%

・市営住宅については、小矢部市公営住宅等長寿命化計画に基づき修繕・改修工事等を行い、交付金等を十分に活用し、今後も持続可能な住宅セーフティネットの構築を図る。
・空き家対策においては、当該計画での実績を踏まえ、的確な目標設定を行う。

Ｂ

公営住宅等ストック総合改善事業

住宅地区改良事業等(空き家再生等推進事業(除却))

住宅地区改良事業等(空き家再生等推進事業(実態調査))

事業者
全体事業費
（百万円）

要素となる事業名

（事業箇所）
市町村名

事業内容

（延長・面積等）

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
工種

全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

番号


